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丸山　龍朗
はじめに
　自閉症児を育てることには親の負担や不安が大きく、土屋（2002）が述べている様に、母
親の抱える養育の困難さについては、まず今日の子育て一般の困難に加えて、障害児を育て
ること自体の困難さがある。さらにその困難さと関わって、障害児の子育てを巡るネットワー
クは、それ自体が脆弱であると同時に、一般の地域関係からは隔絶されがちであり、母親自
身も地域関係からも孤立しがちである。そうした状況に、地域住民の子どもに対する不理解
などの偏見が重層的に覆いかぶさり、親への育児負担感やストレスを一層深刻なものにして
いる。
　しかし、自閉症をもつ子どもの子育て経験が熟練している母親は日常生活に余裕を持って
取り組み、社会との繋がりも多く、一人間として豊かな生活を営んでいるように見える。こ
のような経験豊かで熟練した母親は田辺・田村（2006）の研究でも述べている様に、今まで
の子育ての中で様々な困難を乗り越えてきたことがあると考えられる。
　学齢期の自閉症児をもつ母親に限定した背景は、就学前の自閉症児をもつ母親の養育環境
に比べて、療育機関や児童デイサービスなどの子育てに対する支援体制が整備されている。
そのため、様々な社会的支援がどのように母親の支えとなっているのか、その実態を明らか
にすることが出来ると考えた。
　そこで、本研究では学齢期の自閉症児をもつ母親を対象にして、母親が抱えている育児・
生活上の困難を明らかにすると同時に、その様な子育て経験を積んだ母親はどのようにして
困難を乗り越えてきたのか、その時系列的な生活変化や人間的な成長の過程と要因ついて明
らかにする。
1．研究方法
　1）調査対象
　群馬県自閉症協会主催の夏季療育キャンプに参加した自閉症児（者）をもつ母親7名と、
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群馬県自閉症協会が主催している運動の集いに参加している自閉症児（者）をもつ母親3名、
群馬県自閉症協会に加入している母親8名、埼玉県内で暮らし、自閉症児をもつ母親2名の合
計20名を調査対象者とした。
　2）調査方法
　2）－1．一次調査
　本研究の調査は項目を作成するために1例2回の親子の生活史、養育史に関する半構造化面
接による予備調査を行った。一次調査として学齢期の自閉症児あるいは学齢期を終えた自閉
症児をもつ母親20名に配票し、調査を行った。一次調査となる配票調査は、予備調査の半構
造化面接で抽出した項目とその他にも様々な先行研究を参考にし、調査項目を作成した。配
票調査では、母親自身の現在の様子や母親自身の意識等を調査した。その他には小学期と現
在の自我状態と子どもに対する意識・負担感の項目で共通の質問項目を設け、比較を行い、
それぞれの項目の数値の経年的変化を分析した。
　2）－2．二次調査
　二次調査は配票調査に応じ、その中の項目で面接調査の了承を得た自閉症児をもつ母親で、
子どもが小学期を過ぎていることや専門家との関わりをもっているなど学齢期の自閉症児を
もつ母親の生活像として典型例だとみられる母親2名に対して半構造化面接調査を行った。
　半構造化面接調査では、自閉症児を養育していく上でどのような子育ての上の困難を経験
されてきたのか、またその困難に対してどのように向き合ってこられたのか、さらにその際
の母親自身の気持ちなどを聞き、時系列的な生活変化や人間的な成長についてより具体的に
明らかにした。面接は、調査対象者の許可を得て面接内容をICレコーダーに録音をし、逐
語録を作成し、分析を行った。半構造化面接調査は2例、1回ずつ行った。所要時間は30分か
ら90分ほどであった。
2．調査結果
　1）配票調査から
　1．1　母親や家族の基本属性
　（1）対象者の家族構成について
　今回の調査対象者は、子どもと同居している家族構成がほとんどで、母親が100％ ,父親が
85％ ,兄のいる家庭が25％ ,姉のいる家庭は20％ ,弟のいる家庭も全体の20％であった。妹の
いる家庭は10％で、すべて1人という結果であった。同居する祖父は5％ ,祖母は20％であった。
　（2）母親の年齢について
─ 187 ─
学齢期の自閉症児の養育困難と母親への支援課題に関する研究
　母親の年齢範囲は40歳から60歳で、平均は50.8歳,中央値は52歳であった。（無回答,非該当
除く）。
　1．2　母親自身の自我状態と子に対する意識について
　（1）小学期当時の母親の自我状態と母親自身の子に対する意識や負担感の変化
　小学期当時の母親の自我状態と子に対する意識がどのような状態であり母親自身にどのよ
うな影響を与えていたのか相関分析をもとに明らかにした。
　自我状態の項目においては、将来の見通しを立てていた,計画を立てて実行していた,浮か
び上がる疑問の点を明らかにしていた,物事を能率的に行っていた,物事をうまくまとめるの
は得意であった,数字やデータなどを使ってあらわしていたという項目に対し、小学時の自
我状態の項目においていずれも負の相関を示した。そして、調査時の自我状態においては、
物事をうまくまとめるのが得意であった,数字やデータなどを使ってあらわしていたという
項目が負の相関を示していた。小学期の母親自身の子に対する意識や負担感に関する項目で
は計画を立ててから実行していた,浮かび上がる疑問の点を明らかにしていたという項目が
負の相関を示した。…（表1）
　母親の子に対する意識の変化の項目においては、小学期当時,調査時の自我状態は共に相
関がみられなかったが、調査時の子に対する意識においては、わが子のことが理解されず悔
しい思いや悲しい思いをしたかという項目において負の相関を示した。（表2）
表1　小学期当時の母親の自我状態
小学期当時の母親の自我状態
　
総得点
（小学時
エゴグラム）
総得点
（調査時
エゴグラム）
総得点
（小学時負担感）
総得点
（調査時負担感）
将来の見通しを立てていた -.723** -.296 -.443 .462
計画を立ててから実行していた -.528* -.032 -.665** .395
浮かび上がる疑問の点を明らかに
していた
-.489* -.271 -.688** .387
物事を能率的に行っていた -.725** -.159 -.380 0.55
物事をうまくまとめるのは得意で
あった
-.640** -.611** -.324 .249
数字やデータなどを使って表して
いた
-.608** -.616** -.308 .150
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表2　小学期当時の母親の子に対する意識や負担感
小学期当時の母親の子に対する意識や負担感
　
総得点
（小学時
エゴグラム）
総得点
（調査時
エゴグラム）
総得点
（小学時負担感）
総得点
（調査時負担感）
子育てから逃れたいと思ったこと
があったのか
-.130 -.196 .142 -.085
わが子のことが理解されず悔しい
思いや悲しい思いをしたか
.382 .290 .182 -.470*
私が子育てを頑張らなければなら
ないと思ったことがあったか
.110 -.011 -.197 -.260
学校や施設でいじめに合うんじゃ
ないかと不安になったことがあっ
た
.037 -.099 .015 -.304
子どもの将来について不安を感じ
るか
.063 .104 .013 -.092
子どもの成長を感じ安心したこと
があったか
.051 .169 -.169 -.373
　（2）調査時の母親の自我状態と母親自身の子に対する意識の変化
　調査時の母親の自我状態と母親自身の子に対する意識の各項目がどのような相関結果に
なっているのか明らかにした。
　調査時の母親の自我状態の各質問項目においては、将来の見通しを立てている,計画を立
ててから実行している,浮かび上がる疑問の点を明らかにしている,物事をうまくまとめるの
は得意であるという項目において、調査時の自我状態の総得点と負の相関を示していた。…
（表3）
　調査時の母親の子に対する意識は、わが子のことが理解されず悔しい思いや悲しい思いを
することがあるかという項目において、調査時の自我状態の総得点と正の相関がみられ、自
分のことを客観視できていたり、現実的・合理的に考えられている母親ほど他者からの子育
て理解があるという傾向がみられた。（表4）
　子への意識の各項目は、調査時の子に対する意識や負担感の総得点といずれも相関があり、
子育てから逃れたいと思うことがあるかという項目から子どもの将来について不安を感じる
かという項目までが正の相関を示した。しかし、子どもの成長を感じ安心することがあるか
という項目のみ負の相関がみられた。このことから、母親は子どもと共に暮らしていく中で
子どものことをだんだんと理解し母親が適応していくが、子どもが成長することによって母
親自身の安心を抱くこととは必ずしも直結している問題ではないということが明らかになっ
た。
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表3　調査時の母親の自我状態
調査時の母親の自我状態
　
総得点
（小学時
エゴグラム）
総得点
（調査時
エゴグラム）
総得点
（小学時負担感）
総得点
（調査時負担感）
将来の見通しを立てている -.067 -.532* .116 -.177
計画を立ててから実行している -.033 -.565** -.258 -.153
浮かび上がる疑問の点を明らかに
している
-.033 -.574* -.065 .185
物事をうまくまとめるのは得意で
ある
-.362 -.498* -.244 .027
表4　調査時の母親の子に対する意識や負担感
調査時の母親の子に対する意識や負担感
　
総得点
（小学時エゴグ
ラム）
総得点
（調査時エゴグ
ラム）
総得点
（小学時負担感）
総得点
（調査時負担感）
子育てから逃れたいと思ったこと
があるか
-.290 .382 -.133 .738**
わが子のことが理解されず悔しい
思いや悲しい思いをすることがあ
るか
-.133 .696** -.059 .585**
私が子育てを頑張らなければなら
ないと思ったことがあるか
-.343 .025 -.259 .641**
学校や施設でいじめに合うんじゃ
ないかと不安になったことがある
か
-.369 -.186 .035 .550*
子どもの将来について不安を感じ
ているか
-.419 -.017 -.047 794**
子どもの成長を感じ安心したこと
があるか
.396 .185 .167 -.727**
　（3）学齢期の自閉症児をもつ母親と学齢期を終えた自閉症者をもつ母親との比較
　自閉症児の子育て経験が浅く、まだ子どもに対する見通しをもてていない可能性が高い学
齢期の自閉症児をもつ母親と、今まで子どもを通して様々な経験をつんできた学齢期を終え
た自閉症児をもつ母親では利用する機関等の信頼をおく相談相手が違ってきているのではな
いかと考え、以下の図のように学齢期の自閉症児をもつ母親と学齢期を終えた自閉症者をも
つ母親の信頼している相談相手の比較を行った。（図1）
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図1　信頼している相談相手
　上記の図のように、学齢期の子どもをもつ母親も学齢期を過ぎた子どもをもつ母親も、共
通して家族や親戚、友人等の項目が高い結果になった。このことから自閉症児をもつ母親は
母親仲間のような身近な存在であると子どもを育てる際に様々な悩みを打ち明けやすいとい
うことが分かった。そして、学齢期を過ぎた自閉症児をもつ母親は学齢期の自閉症児をもつ
母親と比べ、圧倒的に親の会の人を信頼できる相談相手として頼っていることが結果から明
らかになった。
　2）面接調査から
　１次調査である配票調査から母親の典型例と判断した自閉症児をもつ2名の母親に半構造
化面接調査を行った。2名の母親がインタビュー調査を取るにふさわしい自閉症児をもつ母親
の典型例であると判断した背景は以下の理由である。
・… 子どもが小学期を終えていること。
・… 今回の面接調査に応じることができるほど情緒的に安定した心身ともにゆとりのある状
況であること。なおかつ落ち着いた家庭生活を送っていること。
・… 幼少期から現在まで専門機関との関わりをもち、その関わりが継続していること。
　以上の理由により、母親のこれまでの歩みを検討するための典型例として適切であると考
えた。そして2名の母親から子どもの成長していく過程とそのなかで母親はどのような思い
を抱いていたのか母親自身の語りから明らかにした。
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属性
　本調査における、面接対象者の属性は以下の表7のとおりである。
表5　面接対象者の基本属性
対象者（年齢） 対象児（年齢） 学校種別・学年 家族状況
Kさん（46歳） 男（16歳） 特別支援学校高等部…3年 父・母・長男・長女【4人家族】
Yさん（52歳） 男（14歳） 特別支援学級中等部…2年 父・母・長男【3人家族】
　自閉症をもつ子の出産から現在に至るまでにどういった思いや変化、自閉症をもつ子ども
を育てる上での悩みなどがあったかなどを振り返っていただきながら回答していただいた。
その結果、母親の語りの中から、他者や機関との関係性、障害の捉え方の変化、自己形成、
子どもに対する思いに関する事柄が抽出された。
　2．1　支援者との関係
　母親の語りの文脈から、母親を支えてきた社会関係から支援者との関係を以下の「専門機
関とのつながり」「地域との関係」「父親との関係」の3つの点で捉えた。そして以下語りの文
脈の中から意味を読み取ってキーワードを設定し、整理した。
　（1）「専門機関とのつながり」
【関係の広がり】
「障害者の保健センターを通してひまわり学園というところがあるんだけど、そこのと
ころに行ってくださいといわれた。」
「お母さんたちはある程度つながっていろんな話、たとえば今の療育手帳。今までそん
なものがあるなんて知らなかったし、そこで聞いて。」
「保育園も就園する前から子育てサロンやっててそこに来てくださいっていう。」
「入園する前に他の子と一緒に、私もついているんですけど一緒にいろんな体験をさせ
てもらえるっていうのが月に一回かそこらあって。ですから入園前からもう慣れさせる
経験っていうのができたんですね。」
【支えられた経験】
「やっぱり通園をする事っておんなじ仲間同士のコミュニケーションというのかな、そ
れが取れるようになったからそれでお互いアドバイスとかもらったりとか。」
「通園の先生。毎日お見舞いの時間に来てくれて、お母さん行ってきていいわよ、見て
あげるから。って、言って下の子を見ていてくれて面会をして」
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「ママ友はみんな健常児の母親だったんですけど、そういうお母さんたちと一緒にあち
こち遊びに行ったりできたのがよかったかななんて思っていますね。」
「周りのお母さんたちが『見ててあげるからトイレ行ってきて。』とか支えてもらったの
がその頃すごくよくって」
「結構自閉症協会にいると先輩お母さんから今お子さんが20代後半とか30代になった人
からこんなことがあってあんなことがあって今こうだよって話を聞けるのがすごくあり
がたいですね。」
【安心できる関係】
「保育園に行ってるときが一番よかったよねなんて、ほんとにそう思う。働く自分もサ
ポートしてくれるし子どももサポートしてくれる。」
「保育園は子どもの療育から母親の支援まで全部セットになっていて、まあその時代が
一番楽だったよね。」
　（2）「地域との関係」
【地域からのまなざし】
「車が好きだったから人の家の車の中に入っちゃって、持ち主の人が駄目だよ、どいて
とか言ってもその言葉さえも分からないから、何この子みたいな感じで結構言われて、
家に帰ってきて私も泣いた。」
「どっか行っちゃうから犬のつなぐやつみたいなのでつないで妹を抱っこして散歩して
たりすると、あそこのうちは虐待してるって思われたりとかもあって」
「診察のときに紙があってなんか通報されたみたいなやつがあってそれを見たときはす
ごいショックだった。」
「子ども会の活動なんかに入れるかっていえばちょっとそれは無理かな。」
【迷惑をかけてしまったと感じた経験】
「警察にも何回もお世話になったし、勝手に人の家に上がってっちゃったとかいって連
絡もらったりとか。」
「家飛び出ちゃったりもするので、そういうときに近所の人に一緒になって探してもらっ
たりとかしてそういうのでご迷惑をおかけしちゃったりというのがありますけど」
「二階の窓からランドセルをドンって投げちゃって、そのお隣の家のところまで中身が
ばらばらって。そうすると近所の子が拾ってくれたりして『学校かえなければよかった
んじゃない？』なんていわれたりして」
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　（3）「父親との関係」
【相互理解】
「お前のせいだとかそういうのもなく、とりあえずじゃあ頑張っていくしかないよねみ
たいな感じですごく理解はあった。」
「父親が母子の方にはいって父子通園したこともあった。だからそのお母さんの中に一
人で行ってくれて、一人でそのお母さんたちの中で一緒にご飯を食べたりとか。」
「休みの日なんか私が仕事の日は主人がどっか遊びに連れてって」
　2．2　障害をもつ子の理解
　障害の捉え方の変化は母親の語りの文脈から、「診断後の受け止め方」「ライフイベントの
受容」「子どもと共に生きる意志」の3つの点で捉えた。以下、語りの文脈の中から意味を読
み取ってキーワードを設定し、整理をした。
　（1）「診断後の受け止め方」
【診断の是認】
「男の子ってしゃべるのが遅いってよく言われてるから、まあ気にする部分と気にしな
い部分があったんだけど」
「ショックはショックだったけど、主人もそうだけどあまり落ち込むまではいかなかっ
た。」
　（2）「ライフイベントの受容」
「周りがこういう風に思っていてもまあ仕方ないじゃないけど思われてもいいやってい
うのもあるし、別に周りの人に迷惑かけてないじゃないっていう部分もあるから」
「とりあえず親がしっかりしてるしかないのでそのへんは周りの目はあるけどまあ頑
張っていくしかないよね。」
「入学式の前の日にこの子だけ入学式の練習をやらせてもらったんです。」
　（3）「子どもと共に生きる意志」
「考えてもしょうがないし、いまさら考えてもよくなるわけじゃないし、普通に戻れる
わけでもないし。」
「ほんとにこの子がいるからできなくなったこととか予定していたけど人生設計してい
たけど狂っちゃったなってことは多々あるんだけれども、でも逆に人とのつながりって
いうのはまるでこの子がリトマス試験紙のように、分かってくれる人は分かってくれる
人ってはっきりして、ほんとにつながりっていうのはたぶん普通の子を育てているより
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も学校の先生とのつながりもそうだし、お世話になってるヘルパーさんとのつながりも
そうだし、そういうのはたぶん普通の子を育てているんじゃ味わえないつながりのあり
がたさっていうのを感じられることは幸せなのかなって思いますね。」
　2．3　価値観の変化
　価値観の変化は母親の語りの文脈から、「価値観の変化」「成長の実感」の2つの点で捉えた。
以下、語りの文脈の中から意味を読み取ってキーワードを設定し、整理した。
　（1）「価値観の変化」
「普通の子がいないから分からないけど、私は逆にこれでよかったのかなって思ったり
する。」
「小さい頃は苦労したけれど、だんだん落ち着いてくればもっとそれがこっちの時間も
増えてくるし。一緒にいるだけでも幸せって思うけどね。」
「大変でもやっぱりそれなりに子どもは伸びるからそれが張り合いみたいになっている
し」
「これだけできるようになったっていう喜びっていうのがものすごく普通の子よりもあ
ると思うからその辺はよかったなって感じます。」
「喜びを感じられるのはこういう子がいるから。私はこういうちょっとのことだけど底
ですごい幸せを感じる。」
「普通の子を育てているんじゃ味わえないつながりのありがたさっていうのを感じれる
ことは幸せなのかなって思いますね。」
　（2）「成長の実感」
「今はあんまりストレスを感じたりとかなくなってきている。自分でできるようになっ
てきてるし、結構こう言っていることが分かってきているので。」
「どっか行っちゃうのがすごい不安というか悩みだったから、それがなくなったのが一
番楽だよねやっぱり。」
「理解ができるようになったのは中学部、理解はできていても全部は理解ができていな
かったから、だんだんできてきたのは中学二年ぐらいかな。たぶん字が書けるようになっ
て、そのコミュニケーションができるようになったから余計に。」
「すごいね、高校になって変わったなって思う。落ち着いてきたなっていうのはあるね。」
「できなくて苦労していたことがある日ふとできるようになってたときとかその積み重
ねですね。」
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　2.4　子育ての困難と見通し 
　子育ての困難と見通しは母親の語りの文脈から、「辛かった時期・出来事」「今後の見通し」
の2つの点で捉えた。以下、語りの文脈の中から意味を読み取ってキーワードを設定し、整
理した。
　（1）「辛かった時期・出来事」
「何が大変ってどこかにいっちゃうのが大変だった。」
「どっかいっちゃったりすることが一番のストレス。」
「うちの子は寝ない子。母乳で育ててたんですけどその回数もすごく多くてもう寝られ
ない日々だったんですね。」
　（2）「困難の経験」
「ほぼ小さい頃を覚えていない。妹が生まれてから、両方に手がかかるから、妹もどっ
かにいっちゃうし息子もダァーって走るし。」
「妹が生まれてからだから、2歳、3歳、その頃が一番辛かった。」
「本当に24時間常にべったりしていて、うちの主人もあんまり子どもの面倒見るのが得
意じゃなかったし、そのころうちの母も仕事をしていたし、誰も自分以外子どもの面倒
を見てくれる人がいなかったので」
　（3）「今後の見通し」
「昔はこの子しゃべんなくてどうしようとか落ち着かなくてこれから本当におちつくの
とかそういうのあったけど、いまはもうそっちのほうかな。将来のことが一番不安だね。」
「一番子どもにあったところを選んであげて、これから先ね卒業したとき後もさ、そこ
で一番楽しい生活が送れるのが一番いいなと思うけどね。」
「やっぱりここだっていうのが今私の中にはあって、絶対こことパイプを作るんだって。」
「少しずつ少しずつひとつでも自分でできることを増やしていって周りに認めてもらえ
るじゃないけど、ちょっとは役に立てるような子になってくれたらいいなって思いま
す。」
「周りの人と問題を起こさないでも何でも親以外のサポートを受けて生活できるように
なってくれればもうそれでいいかなって思いますね。」
「学校に入るとそれがもうばらばらなんです。子どもの支援はしますって、でも教育機
関だから自分で全部考えてって。どこに子どもを預けたらいいかとか、どういうところ
だったら子どもが落ち着くかとか。」
「たぶんずっとこのまま何年かもやもやして過ごすんだろうなって思っています。」
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4．考察
　学齢期の自閉症児を育てることは母親にとって負担が高く、一般的な子育てにおける負担
に加えて自閉症の特性による負担があり、非常に複雑である。一次調査において学齢期の自
閉症児をもつ母親と学齢期を終えた母親どちらも母親自身の自我状態・子どもに対する意識
や負担感に対する総得点はそれぞれ小学期当時の結果より調査時の結果の方が上がった。し
かし決定的な有意差がみられるデータは抜き出すことができなかった。この結果から母親が
育児経験を積むことによって自我状態が変化し、子どもに対して客観的にみることができた
り、母親の育児における負担感が子どもの成長により減少していくことではないということ
が明らかになった。このような結果となった要因は子どもの成長と共に課題の質が変わり、
母親の育児負担感がかえって大きくなっているのではないかと考察した。
　一次調査の結果において母親は育児経験を積んでも育児負担感や意識の変化に有意な差は
出ないと考えられたが、二次調査においては母親の語りの中で、「いまはあんまりストレス
を感じたりとかあまりなくなってきている。自分でできるようになってきてるし結構こう
言っていることが分かってきているので。」といった子どもの成長による変化や「保育園行っ
てるときが一番よかったよねなんて、ほんとにそう思う。働く自分もサポートしてくれるし
子どももサポートしてくれる。」と述べたように専門機関のサポート体制によって母親にとっ
て育児負担感の減少に影響していることが分かった。また、「結構自閉症協会にいると先輩
お母さんから今お子さんが20代後半とか30代になった人からこんなことがあってあんなこと
があって今こうだよって話を聞けるのがすごくありがたいですね。」といった言葉から母親
仲間等の非専門職の人々との繋がりによって、母親自身の考えや価値観に影響をしているこ
とが明らかになった。幼少期では子の発達の問題や母親自身の障害の受容や理解、就学前で
あると学校選びの問題、学齢期の終わりごろには就業の問題や自立した生活のことなど、子
どもの成長に伴い新たな課題が表出し、母親の心身の負担が高まっているが、負担はあるも
のの母親自身の子育てに対する経験値や対処能力が上がっているのではないかと考えられ
る。
　以上二つの調査結果から、一次調査である配票調査においてはみられなかった母親自身の
意識・価値観の変化や子どもと共に成長している部分が、二次調査である事例調査の母親自
身の語りからは、子どもと共に母親自身の意識も変化していくことがみられ、相対する結果
となった。
　このような結果となった背景要因は、配票調査において、学齢期周辺の自閉症児をもつ母
親という限定したことによるサンプル数の少なさや、今まで自閉症児と共に生きてきた母親
の意識や思いを配票調査で評価することが難しかったことが理由として挙げられる。
　しかし、上記した二つの調査とも母親は子どもを育てる上で様々な方面からの影響を受け
ていることが分かり、その中でも特に母親仲間の存在が大きな意味を持っていることが明ら
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かになった。自閉症をもつ子どもの育児負担は、一般的な子育てにおいて生じる負担に加え、
障害をもつ子どもゆえに引き起こされる負担が重層的に絡んでいる。そのため、母親自身の
育児に対する悩みは混在していて、医療機関や療育機関などの専門職は医学的な観点や専門
的視点からは母親に対してアドバイスを送ることは出来るが、自閉症児をもつ母親同様の当
事者ではないため、同じ目線にたって共感的な理解を示すことができない。
　親の会の会員である先輩の母親など母親自身と同じような子育て経験を持つ母親仲間であ
ると、今までの子育て経験によって感じたことや問題の対処法などを聞くことで体験の共有
ができ、母親自身の今後の育児に関しての見通しをもつことができる。そして、現在自分が
抱えている悩みは他の母親仲間にも起こっていることなのか確認することも出来る。こう
いった要素から、育児における問題や自閉症独特の育児に関する問題が複雑に絡み合ってう
まれる養育的な困難の軽減や、見通しをもちづらい学齢期の自閉症児をもつ母親の育児を通
しての人間的な成長を支えるキーパーソンとなるのは母親仲間であるのではないかと考えら
れる。母親仲間のつながりをもつことによって母親自身の人間的な成長に効果があると考え
られるが、一次調査の結果でも明らかになっている通り、学齢期の自閉症児をもつ母親は学
齢期を終えた自閉症児をもつ母親と比べ、親の会の母親仲間を相談相手として頼りにしてい
ることが少ない。このことから、早期から親の会など母親仲間とのつながりをもつことが、
学齢期の自閉症児をもつ母親の支援課題として考えられる。
おわりに
　本研究では質問紙調査の対象者が20名と限定的となってしまったため、調査の妥当性が低
くなってしまっていることは否めない。調査対象者が多く確保できなかったのは学齢期の自
閉症児をもつ母親、また学齢期を終えて間もない自閉症児をもつ母親と対象を限定してし
まったことや、母親自身も自閉症をもつ子どもを育てるにあたり独特の困難や負担感を抱い
ていること。母親自身が子どものことに対して今までの生活を振り返ったりすることができ
なく、心的に答えられる状態ではないと思われる母親も多いことが背景としてあった。
　今回得られた貴重な結果を基に、今後はさらに対象者を幅広く獲得し、自閉症児をもつ母
親の時系列的な生活変化や人間的な成長の過程と要因について深めていくことが今後の課題
としてあげられる。
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A study on the support to the mother with the 
autistic child of school age
MARUYAMA,…Tatsuro
　The…purposes…of… this…study…were… to…clarify… the…difficulties…on… the…child…care…and… life…
intended…for…mothers…with…autistic…children…of…school…age…and…to…consider…the…change…of…life…
over…time,… the…factor…and…process…of…human…growth,…and…how…mothers…who…experienced…
child…care…had…got…over…difficulties.… I…did…question…paper…survey…and… interview…survey…
intended…for…20…mothers…with…autistic…children…then…analyzed…them.
　In…question…paper…survey,… it…clarified…that…there…were…no…significant…differences… in…the…
burden…of…child…care…and…changes…in…awareness…of…mothers…though…they…gained…experience…
of…child…care.…In…interview…survey,…however,…it…clarified…that…there…were…changes…of…values…
and… thoughts…with…children…grow…up…by…several… influences… from…various… field… such…as…
influence…directly…received…from…children…in…conversation,…advice…from…specialized…agency,…
mutual…understanding…of…family…centered…upon…husband,…connection…with…non-professional…
people… like…mothers… fellow.…Therefore…I…considered…that… to…make…a…connection…with…the…
mother… fellow… like…parents… association… is… issues… of… support… for…mothers…with…autistic…
children…of…school…age.
Key…words：Autistic…children…,…Mother…,…Support…problem
